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五色の光で幸せ願う
　「涅槃会」（ねはんえ）の団子まきは
曹洞宗の寺で行われる習わしです。お
釈迦様が火葬されたとき五色に輝き、
その遺灰を弟子たちが丸めてお守りに
したという伝説にちなみ、色付けされ
た団子がまかれます。



　三島中学校卒業式は 3 月 11 日に行
われ、男子 6 人、女子 5 人、計 11 人
が卒業しました。馬場勇校長は「将
来、開拓する力を故郷三島町のため、
自分の生き方に繋げてください。たゆ
まぬ努力を続け、己の道を切り開い
てほしい」と式辞を述べました。次に
坂内洋二教育長は「中学校卒業は自
分の夢、目標実現に向けた旅のスター
トです。皆さんが生きていくこれから
の社会は、自由でバラ色の可能性と
同時に様々な試練や困難が待ち受け
ています。実りある人生にするために
は、夢・希望を漠然に持つのではなく、
実現しようとする強い気持ちを持って
ほしい」と告辞を述べました。続いて
矢澤源成町長、小柴修一町議会議長、
齋藤行紀 PTA 会長が祝辞を述べまし
た。式では別れを惜しみながら、卒業
生が一人一言、家族への感謝の言葉
を述べた後、「蛍の光」「仰げば尊し」「は
ばたこう　明日へ」を合唱し、保護者
の皆さんは大きくなった我が子の姿に
涙ぐんでいました。

福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只
見川沿いの小さな町です。優良な「会
津桐」の産地として知られるほか、小正
月の行事「サイノカミ」や、野山の材料
で作る「編み組細工」などの伝統が受
け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。

雛流し

4
5

目 次

4月

2
三島中学校卒業式

3

民話

町民記者通信
ひな人形作り（高清水地区）/ 高
清水地区に伝承されている「ひな
流し」/ 涅槃会（団子まき）行わ
れる（宮下地区）/ 隣近所の付き
合いを大事に（宮下地区）/「春
よ来い！」と願いを込めて団子ま
き（西方地区）

平成 28 年度  町の予算

町史

カタクリ・さくらまつり開催 /
町長日記

6

7

8
9

10

11

各種お知らせ

12
13

14希望に胸をふくらませ、卒業証書を
受け取った卒業生

11 名が卒業した三島中学校卒業式

11 名が 9 年間の義務教育を
終え、それぞれの道へ

卒業生は退場する際、お世話になった
お父さんやお母さんに花を手渡しました

三島小学校卒業式
三島保育所満了式

第 35 回三島町生活工芸品展
第 15 回全国編み組工芸品展

ふるさと文化財の森に設定
　「三島町キリ林」全国初

軽自動車税の税率について / 軽自
動車税のグリーン化特例について /
３．１１東日本大震災から 5 年

15

16

2016.4広報みしま 2



　三島小学校の卒業式は 3 月 23 日、同校体育
館で行われ、男子 8 名、女子 3 名、計 11 名が
卒業しました。三星了一校長は「中学校へ行っ
ても、何事にも失敗を恐れず、全力でチャレ
ンジしてください」と式辞を述べました。次に、
坂内洋二教育長は「生活・学習・運動面など、
少し高めの目標を設定し、日々の努力を継続
し、積み重ねることが着実に自分を成長させ
る原動力となります。小学校で学んできた自
信と誇りを胸に、先生方や先輩から学んでき
た教えを守り、立派な中学生になってくださ
い。」と告辞を述べました。続いて、矢澤源成
町長、小柴修一町議会議長、青木正幸 PTA 会
長が祝辞を述べました。卒業生 11 名は、卒業
証書を授与された後、中学校での目標や将来
の夢を一人一人発表しました。

　三島保育所満了式は 3 月 26 日に行われ、年長児 6
名が満了しました。五十嵐乃里枝所長から満了証書を
受け取ると、後ろで待つ、お父さん・お母さんのとこ
ろに向かい、「ありがとうございました」と言って満
了証書を預けました。その後、全員で「思い出のアル
バム」などを歌い、思い出がたくさん詰まった保育所
とお別れしました。保護者の方々は、小学校へと進む
我が子の成長した姿を温かく見守りました。

11 名が大きな夢を持ち中学校へ

新たな目標を胸に三島小学校を卒業した 11 名

夢ふくらませ１年生へ６ 名が満了

大きく成長し、保育所を満了した 6 名の児童たち

在校生や先生方とお別れの挨拶を交わす卒業生

児童たちは先生方と記念撮影を行いました 満了証書を受け取った児童
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第 35 回三島町生活工芸品展

馬場修子

▼
大
賞
＝
馬
場
修
子
（
桧
原
）
の

れ
ん
▼
伝
統
技
術
者
賞
＝
渡
部

和
（
大
石
田
）
こ
た
つ
掛
け
、
長

郷
タ
ツ
エ
（
間
方
）
ヒ
ロ
ロ
ス
カ

リ
、
久
保
田
節
子
（
間
方
）
ヒ
ロ

ロ
モ
ワ
ダ
バ
ッ
グ
▼
優
秀
賞
＝
鈴

木
み
ゑ
子
（
桧
原
）
山
ブ
ド
ウ
手

提
げ
か
ご
、
目
黒
政
榮
（
滝
谷
）

マ
タ
タ
ビ
四
つ
目
笊
、
五
十
嵐
フ

ミ
エ
（
大
石
田
）
財
布
、
長
谷
川

一
雄
（
桑
原
）
マ
タ
タ
ビ
笊
▼
奨

励
賞
＝
橋
本
公
和
（
宮
下
）
山
ブ

ド
ウ
手
提
げ
か
ご
、
五
十
嵐
フ
ミ

イ
（
大
谷
）
ヒ
ロ
ロ
バ
ッ
グ
、
菅

家
ア
イ
子
（
間
方
）
山
ブ
ド
ウ
手

提
げ
か
ご
▼
三
島
町
議
会
議
長
賞

＝
二
瓶
譲
（
大
谷
）
山
ブ
ド
ウ
手

提
げ
か
ご
▼
日
本
赤
十
字
社
福
島

県
支
部
長
賞
＝
五
十
嵐
文
吾
（
大

登
）
マ
タ
タ
ビ
ザ
ル
▼
福
島
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
＝
渡
部
佐

治
郎
（
西
方
）
マ
タ
タ
ビ
・
山
ブ

ド
ウ
か
ご
▼
三
島
町
文
化
協
会
長

賞
＝
菅
家
千
代
子
（
間
方
）
ア
ケ

ビ
か
ご
▼
三
島
町
商
工
会
長
賞
＝

秦
愛
子
（
大
石
田
）
ヒ
ロ
ロ
・
ア

カ
ソ
手
提
げ
か
ご
▼
三
島
町
観
光

協
会
長
賞
＝
秦
育
雄
（
大
石
田
）

山
ブ
ド
ウ
手
提
げ
か
ご
▼
三
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
＝
飯
塚

勲
（
大
石
田
）
マ
タ
タ
ビ
ザ
ル
▼

三
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

＝
菅
家
清
二
（
桑
原
）
マ
タ
タ
ビ

ザ
ル
▼
福
島
民
報
社
賞
＝
菅
家
ハ

ル
イ
（
間
方
）
ヒ
ロ
ロ
・
ア
カ
ソ

バ
ッ
グ
▼
福
島
民
友
新
聞
社
賞
＝

長
谷
川
美
惠
子
（
川
井
）
ヒ
ロ
ロ
・

モ
ワ
ダ
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
▼
有

限
会
社
マ
ル
シ
ェ
み
し
ま
賞
＝
角

田
タ
ケ
ノ
（
浅
岐
）
ヒ
ロ
ロ
・
ア

カ
ソ
ス
カ
リ
▼
三
島
町
生
活
工
芸

運
動
友
の
会
長
賞
＝
金
子
美
由
樹

（
宮
下
）ヒ
ロ
ロ
・
モ
ワ
ダ
バ
ッ
グ
、

千
葉
ア
キ
子
（
滝
原
）
山
ブ
ド
ウ

抱
え
バ
ッ
グ
、二
瓶
辰
雄
（
西
方
）

山
ブ
ド
ウ
か
ご
バ
ッ
グ
▼
宮
崎
清

賞
＝
佐
久
間
ス
ミ
子
（
宮
下
）
財

布
、
角
田
晴
實
（
川
井
）
マ
タ
タ

ビ
笊
、
目
黒
良
介
（
滝
谷
）
マ
タ

タ
ビ
米
研
ぎ
笊
、
角
田
清
義
（
浅

岐
）
マ
タ
タ
ビ
米
研
ぎ
笊
、
二
瓶

第
35
回
三
島
町
生
活
工
芸
品
展

矢澤町長から賞状を受け取る馬場修子さん。写真右が大賞受賞作品の「のれん」

さん（桧原）

作品「のれん」

大　賞

　

第
35
回
三
島
町
生
活
工
芸

品
展
が
３
月
12
日
・
13
日
、

生
活
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芸
館
で
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催
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三
島
町
の
国
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８
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中
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、
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場
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子
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桧
原
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れ
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大
賞
に
選
ば
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ま
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。

第 35 回三島町生活工芸品展（町展）
第 15 回全国編み組工芸品展（全国展）同時開催

三島町生活工芸品展会場内
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提
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炬
燵
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け
、
長
谷
川
一
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（
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ビ
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平
笊
、

五
十
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イ
（
大
谷
）
ヒ
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ロ

の
バ
ッ
グ
、鈴
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ゑ
子
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）

山
葡
萄
の
手
提
げ
籠
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第 15 回全国編み組工芸品展

経済産業大臣賞

経済産業大臣賞を受賞した小山田耕治さん。写真左が作品の「丸バラ」

第
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回
全
国
編
み
組
工
芸
品
展

小山田耕治
作品「丸バラ」

さん（鹿児島県）

編み組細工を求めて全国から多数来場

全国編み組工芸品展会場内

伝統工芸士による実演
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催
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３
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。
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文化庁長官の青柳正規氏から設定書が矢澤町長へ交付されました

　

文
化
庁
の
「
ふ
る
さ
と
文
化

財
の
森
」
に
、
大
石
田
共
有
財

産
区
・
西
方
共
有
財
産
管
理
会

所
有
の
三
島
町
と
柳
津
町
に
ま

た
が
る
「
キ
リ
林
」
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
、木
材（
キ
リ
）

の
分
野
で
設
定
さ
れ
る
の
は
全

国
で
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
に
設

定
さ
れ
る
と
、
全
国
の
文
化
財

建
造
物
の
修
理
な
ど
に
使
わ
れ

る
資
材
の
供
給
地
と
な
り
、
さ

ら
に
文
化
庁
か
ら
森
林
な
ど
の

整
備
補
助
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
」

の
設
定
は
、
全
国
で
68
ヵ
所
と

な
り
、
福
島
県
内
で
は
、
平
成

19
年
3
月
の
大
内
宿
茅
場
（
下

郷
町
）
に
続
き
2
ヵ
所
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
、
東
京
都
千
代
田

区
に
あ
る
文
化
庁
の
一
室
で

「
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
」
の

設
定

ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
に
設
定

　「
三
島
町
キ
リ
林
」
全
国
初

書
交
付
式
が
行
わ
れ
、
三
島
町
か

ら
は
矢
澤
町
長
が
出
席
し
、
文
化

庁
長
官
の
青
柳
正
規
氏
か
ら
設
定

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
交
付
後
、

文
化
庁
長
官
と
の
歓
談
の
席
が
設

け
ら
れ
、
矢
澤
町
長
が
三
島
町
の

会
津
桐
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

「ふるさと文化財の森」に指定された三島町キリ林（写真は黒男山地内）
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　会津大学短期大学部から渡部先生と 3 名の学生さんが、伝承文化の研究
をされていることで、見るだけではなく、是非作ってみたいとの気持ちから、
ひな人形作りに来ました。初めてのことでしたが、4 時間程度で見事に完成
しました。人形の表情や姿形も健気におしとやかな出来栄えで感心しまし
た。3 月 4 日にひな流しの行事がありますが、どうですか？と学生さんに尋
ねたら、「もったいなくて、家に飾って大切にします」との事でした。学生
の方々が関心を持ってくださったことが、このうえない喜びです。

町民記者通信
文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）ひな人形作り（高清水地区）

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）涅槃会（団子まき）行われる（宮下地区）

文・写真　町民記者　本名与四郎さん（西方）「春よ来い！」と願いを込めて団子まき（西方地区）

文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）高清水地区に伝承されている「ひな流し」

　3 月 4 日、桃の節句に飾られた各家庭のひな人形を集めて流す、恒
例の「ひな流し」が行われました。地区の方々と三島小学校１・2 年生
の皆さんが、紙で作ったひな人形を只見川に一緒に流しました。子ど
もの健やかな成長を込めて作ったひな人形が穏やかに岸を離れていく
時は、愛おしそうな表情で、子どもたちの健気な心が垣間見えた瞬間
でもあります。このような優しい気持ちの子どもたちの成長を、大人
たちが支えていけば、きっと素晴らしい町になることでしょう。ありが
とう三島小学校の皆さん。

　3 月 21 日、隣近所の付き合いを大事にしていこうという事で、西恭
平さん（宮下）が宮下町内の若者を集め、自宅（郵便局前、元麹屋）
で手づくり味噌作りを行い、若者や隣近所との交流を図りました。

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）

隣近所の付き合いを大事に（宮下地区）

　3 月 15 日、宮下地区の宮昌寺において、午前 9 時からの上法事、春
彼岸先祖供養に引き続き、涅槃会（団子まき）が行われ、集まった住
民が方丈様、宮昌寺護寺会の方々が撒く色とりどりの団子をひろい集
めました。

　３月２０日の春分の日に西方・西隆寺本堂において、春恒例の「団子まき」
が行われました。団子まきが始まる前に遠藤弘佳住職が団子まきの由来
について分かりやすく説明しました。本堂には、地元の子どもたちやお
年寄りだけでなく、近郷近在の多くの方々が約１２０人以上参集し、熱気
に溢れました。団子まきは、遠藤住職や護持会の役員が集まった信徒や
住民に５色の団子のほかに鈴のお守りやアメをまいて、無病息災、交通
安全など祈願しました。団子まきに先立ち、２月１４日に遠藤住職、護持
会役員や地元の小学生たちが団子まき用のお米などの協力のために西方
地区全域を小雨の降る中、托鉢をして回りました。また、３月１８日には、
地区のおばあちゃんを中心に５０人ほどお寺に集まって、托鉢して集め
たお米に手際よく５色の色粉を練り合わせ、たくさんの団子を丸めました。

7 広報みしま2016.4



用
語
の
説
明

◉
一
般
会
計
と
特
別
会
計

　

町
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会

計
は
基
本
的
な
経
費
の
会
計
、
特

別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
に
区
分
し
た
会
計
で
す
。

◉
町
税

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。
町
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

◉
町
債

　

町
の
借
金
で
、
公
共
施
設
の
建

設
な
ど
、
一
時
的
に
多
額
の
費
用

を
必
要
と
す
る
場
合
の
財
源
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

◉
地
方
交
付
税

　

町
の
財
政
力
に
応
じ
て
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
財
政

力
の
不
均
衡
を
な
く
し
、
一
定
の

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
国
税

（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消

費
税
、
た
ば
こ
税
）
と
し
て
国
に

納
め
ら
れ
た
税
金
の
う
ち
、
一
定

割
合
の
額
を
地
方
自
治
体
に
配
分

す
る
も
の
で
す
。

◉
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

町
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対
し

て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
で
す
。

◉
人
件
費

　

報
酬
や
給
与
な
ど
で
す
。

◉
物
件
費

　

賃
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
燃

料
費
な
ど
の
消
費
的
な
経
費
で

す
。

◉
維
持
補
修
費

　

道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管
理

す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

◉
扶
助
費

　

高
齢
者
、
児
童
、
心
身
障
が
い

者
な
ど
に
支
援
す
る
経
費
で
す
。

◉
補
助
費
等

　

町
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し

て
、
特
定
の
目
的
で
支
払
う
補
助

金
な
ど
で
す
。

◉
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
や
住
宅
、
公
共
施
設
な
ど

の
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。

◉
公
債
費

　

町
の
借
金
を
償
還
す
る
（
返
す
）

た
め
の
経
費
で
す
。

◉
積
立
金

　

財
政
運
営
の
た
め
に
積
み
立
て

る
お
金
で
す
。

◉
繰
出
金

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
に
出

し
て
い
る
お
金
で
す
。

会 計 種 別 予 算 額 前年度からの増減
一 般 会 計 22 億 3,553 万円 － 7,347 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 2 億 8,038 万円 ＋ 342 万円
簡 易 水 道 2 億 270 万円 ＋ 1,453 万円
路 線 バ ス 2,890 万円 ＋ 106 万円
農 業 集 落 排 水 2,457 万円 ＋ 60 万円
介 護 保 険 4 億 5,853 万円 ＋ 277 万円
戸別合併処理浄化槽 4,394 万円 － 143 万円
後 期 高 齢 者 医 療 2,765 万円 － 110 万円

合　計 33 億 220 万円 － 5,362 万円

平成 28 年度　会計別予算額

町
の
予
算

平成28年度

　

町
の
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
の
予
算

が
、
町
議
会
３
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
、
平
成
28

年
度
の
行
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
単
身
用
住
宅
整
備
や
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

整
備
な
ど
、
大
き
な
投
資
的
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　町の総合的な住宅
施策を明確にし、多
様化する住民のニー
ズ に 対 応 す る た め、
住環境の整備を拡充
し、人口流出の軽減、
町内移住者や若者の
定住安定化など、町
内における住まい方
の選択肢の拡充を図
ります。

㉄ 産業建設課
☎（48）5566

Pickup1

住
宅

若 

者
　 若 者 定 住 に 向 け、
起業・雇用創出を支
援し、雇用の場の確
保 を 図 る と と も に、
各地区やまちづくり
団体と連携し、空き
家データベースの構
築や所有者の意向調
査を実施し、空き家
の利活用による居住
の確保を図ります。

㉄ 地域政策課
☎（48）5533

Pickup2

定 

住
　生活工芸運動の振興
を図り、編み組細工のみ
ならず、木工・さき織等、
様々な工芸分野を視野
に入れた取組に加え、山
の仕事も「生活工芸村
構想」事業として展開し、

「ものづくりの担い手」
を育成し、若者定住や
雇用につなげ、地域経
済の活性化を図ります。

㉄ 生活工芸館
☎（48）5502

Pickup3
地
域
資
源
の

発
掘
・
活
用

保 

健

　一人・二人暮らし高齢
者、老々介護などの世帯
に対し、福祉サービスの
充実を図り、地域と連携
した支援ができる仕組み
づくりを目指します。ま
た、健康づくり講座の開
催、生活習慣病予防の為
の対処法等を伝えていく
個別指導を強化しながら、
みんなが健康で明るく暮
らせる町を目指します。
㉄ 町民課
☎（48）5565

Pickup4

福 

祉

使用料および手数料
2,593万円（1.2％）

分担金および負担金286万円
財産収入543万円（0.3％）

諸収入725万円
寄付金106万円（0.3%）

繰越金
2,000万円（0.9％）

地方譲与税
1,200万円（0.5％）

自動車取得税交付金150万円
利子割交付金12万円
配当割交付金16万円
株式等譲渡所得割交付金5万円
地方特例交付金9万円
（0.1％）

地方消費税交付金
2,940万円（1.3％）

自主財源（14.3％
）

地方交付税
10億円
（44.7％）

町税
1億6,783万円
（7.5％）町債

5億230万円
（22.5％）

県支出金
1億5,924万円
（7.2％）

国庫支出金
7,295万円
（3.3％）

繰入金
2億2,736万円
（10.2％）

自主財源（20.4％
）

依

存
財源（79.6％）

22 億
　　　　    3,553 万円

歳入予算
一般会計
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22 億
  3,553 万円

歳出予算
一般会計

そ
の
他
の
経
費
（
45.9％

）

義務的経

費（
30.3％

）

投資的
経費

（23.
8％
）

物件費
4億6,047万円
（20.6％）

普通建設事業費
災害復旧費

5億3,261万円
（23.8％）

人件費
4億1,865万円
（18.7％）

維持補修費
7,109万円（3.2％）

補助費等
2億2,624万円
（10.1％）

繰出金
2億2,836万円
（10.2％）

積立金
3,593万円
（1.6％）

予備費
542万円
（0.2％）

扶助費
5,916万円（2.7％）

公債費
1億9,760万円
（8.9％）

用
語
の
説
明

◉
一
般
会
計
と
特
別
会
計

　

町
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会

計
は
基
本
的
な
経
費
の
会
計
、
特

別
会
計
は
特
定
の
事
業
を
行
う
た

め
に
区
分
し
た
会
計
で
す
。

◉
町
税

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た

だ
く
税
金
で
す
。
町
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

◉
町
債

　

町
の
借
金
で
、
公
共
施
設
の
建

設
な
ど
、
一
時
的
に
多
額
の
費
用

を
必
要
と
す
る
場
合
の
財
源
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

◉
地
方
交
付
税

　

町
の
財
政
力
に
応
じ
て
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。
財
政

力
の
不
均
衡
を
な
く
し
、
一
定
の

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
、
国
税

（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消

費
税
、
た
ば
こ
税
）
と
し
て
国
に

納
め
ら
れ
た
税
金
の
う
ち
、
一
定

割
合
の
額
を
地
方
自
治
体
に
配
分

す
る
も
の
で
す
。

◉
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

町
が
行
う
特
定
の
事
業
に
対
し

て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
で
す
。

◉
人
件
費

　

報
酬
や
給
与
な
ど
で
す
。

◉
物
件
費

　

賃
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
燃

料
費
な
ど
の
消
費
的
な
経
費
で

す
。

◉
維
持
補
修
費

　

道
路
や
公
共
施
設
な
ど
を
管
理

す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

◉
扶
助
費

　

高
齢
者
、
児
童
、
心
身
障
が
い

者
な
ど
に
支
援
す
る
経
費
で
す
。

◉
補
助
費
等

　

町
か
ら
他
の
団
体
な
ど
に
対
し

て
、
特
定
の
目
的
で
支
払
う
補
助

金
な
ど
で
す
。

◉
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
や
住
宅
、
公
共
施
設
な
ど

の
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。

◉
公
債
費

　

町
の
借
金
を
償
還
す
る
（
返
す
）

た
め
の
経
費
で
す
。

◉
積
立
金

　

財
政
運
営
の
た
め
に
積
み
立
て

る
お
金
で
す
。

◉
繰
出
金

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
に
出

し
て
い
る
お
金
で
す
。

浅岐集会所新築・地区集会所耐震化
公用車・除雪機・塵芥収集車購入
交流センター屋根塗装工事
ミニライスセンター整備
林道舗装（倉掛沢線、大窪矢柄線）
ふくしま森林再生事業
町道舘中乙田線外改良（測量設計）
三島大橋修繕工事負担金
大登地内消雪水源調査
単身用町営住宅整備
小型ポンプ消防積載車購入（川井・桧原班）
学校給食センター建設分担金

主な投資的事業

　世代や性別に
合わせた各種教
室、健康づくり
に向けたウオーキング大
会などを実施します。ま
た、若者交流促進事業
に取り組み、出会いと交
流の場を創出するととも
に、町の活性化及び定
住や結婚の促進を図り
ます。
㉄ 生涯学習課
☎（48）5599

Pickup7

生
涯
学
習

　 農 業 法 人 を 設 立 し、
水稲の作付面積を増や
してく上で欠かせない施
設整備の一環として、ミ
ニライスセンターを整備
します。介護食等での需
要を掘り起こすため、野
菜のパウダー化の商品
化を目指し、調査・研究
を進めていきます。

㉄ 産業建設課
☎（48）5566

農
業

Pickup5

各
種
祝
金
の

支
給

Pickup6

　地区住民の一
時避難所となる
各地区集会所の
耐震改修を年次計画に
基づき実施し、特に老朽
化の著しい集会所につ
いては建替えを実施しま
す。また、消防積載車を
年次計画に基づき更新
します。

㉄ 総務課
☎（48）5511

安
全
安
心

　町では、次世代を
担う子どもの出産に
対する祝金・若者定住のた
めの結婚祝金の支給を充実
させ、子育てや若者定住に
ついて応援します。なお、
平成 28 年度からの支給額
は下記のとおりです。　

出産祝金 30 万円
結婚祝金 10 万円
就職祝金   5 万円

Pickup8

㉄ 総務課
　☎（48）5511
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む
か
し　

あ
っ
た
ど
～

こ
ん
な
山
ん
中
さ
三
人
の
娘
も
っ
た
じ
い
さ
ん
い
だ
ど

　

千
刈
り
田
つ
ぅ　

で
っ
か
～
い
田
も
っ
て
ら
っ
て
な
ぁ
、
水
見
さ
行
っ
た
ど

「
い
や
い
や　

こ
れ
は
容
易
で
ね
ぇ
。
こ
の
千
刈
り
田
さ
水
か
げ
て
く
れ
る
や

づ
い
だ
ら
ば
、
娘
三
人
居
ん
だ
が
ら
、
ど
れ
で
も
く
れ
ん
だ
が
な
ぁ
」

つ
っ
た
ら
ば
猿
が
出
て
来
て

「
じ
い
様　

何
が
言
っ
た
な
ぁ
」
っ
た
の

「
あ
ー
雨
は
降
ん
ね
ぇ
べ
し　

千
刈
り
田
さ
水
か
げ
る
は
容
易
で
ね
ぇ
。
誰
ん
じ
ぇ
も
水

か
げ
て
く
っ
ち
ゃ
ら
嫁
く
れ
ん
べ
ぇ
わ
」

「
え
ー
っ　

本
当　

？　

ほ
ん
じ
ゃ
ら　

お
れ　

水
か
げ
る
」
っ
つ
っ
け
が
ど
ん
ど
ん
水

か
げ
て
く
っ
ち
ぇ
、
た
ち
ま
ち
水
か
げ
だ
ど　

じ
い
様
は
困
っ
ち
ま
っ
た
ど

「
い
や
い
や　

猿
に
は
あ
ん
な
事
言
っ
ち
ま
っ
て
～
嫁
だ
れ
、
や
ん
だ
や
ん
だ　

つ
う
べ

な
～
」

　

じ
い
様
向
こ
う
鉢
巻
き
し
て
、
ウ
ー
ウ
ー
っ
て
寝
で
だ
ど
。
し
た
ら
末
っ
子

「
じ
い
ち
ゃ
～
ん　

何　

心
配
ぇ
し
て
ん
の
？
」

　

じ
い
様
言
い
出
せ
ね
ぇ
で
だ
ら
、
一
番
お
お
き
な
娘
き
て

「
じ
い
ち
ゃ
ん　

何
が
し
た
の
？
」
っ
て
来
た

「
う
ー　

こ
う
こ
う　

こ
う
言
う
わ
げ
で
、
千
刈
り
田
さ
水
か
げ
で
く
っ
ち
ゃ
の
は
猿
な

だ
わ
。
お
前
ぇ
嫁
さ
行
っ
て
く
ん
ね
ぇ
が
？
」
っ
た
ら
「
お
ー
ー
や
だ　

や
だ　

」
お
ご
っ

て
プ
イ
プ
イ
出
て
っ
た
ど

や
っ
ぱ　

二
番
娘
ぉ
も　

お
ご
っ
ち
ま
っ
た
ど
。
し
た
ら
三
番
娘
ぉ
「
そ
ん
だ
ら　

お

れ
が
行
ぐ
。
心
配
ぇ
し
ゃ
ん
な
」
つ
う
ど
猿
が
お
が
た
に
な
っ
て
、
山
の
猿
ど
ご
さ

行
っ
た
わ
げ
だ
ど
。

　

そ
ん
じ
ぇ
猿
ど
ご
さ
行
っ
て
も
、
節
々
に
親
ん
ど
ご
さ
礼
に
来
ん
だ
ど
ぉ

　

さ
で
三
月
の
節
句
ん
な
っ
て
、

「
さ
る
殿　

礼
に
行
ぐ
が
ら　

じ
い
ち
ゃ
ん
に
餅
つ
い
で
ぐ
べ
。
み
や
げ
に
持
っ
て
ぎ
で

民
話

第
60
話

猿
む
こ
入
り

元
話　

故　

杉　

本　

ミ
ツ
イ
さ
ん
（
桧　

原
）

再
話　
　
　

五
十
嵐　

七　

重
さ
ん
（
西　

方
）

ぇ
」
ど
っ
て
餅
つ
い
だ
。
し
た
ら
猿
が
「
丸
め
で
持
っ
て
ぐ
が
？
」
っ
た

「
い
や
～
じ
い
ち
ゃ
ん
は
丸
め
っ
と
、
手
く
せ
ぇ
～
っ
て
や
だ
が
る
わ
」

「
ん
じ
ゃ　

な
じ
ょ
す
る　

？
」

「
重
だ
く
て
悪
ぃ
が　

臼
ご
で
ら
背
負
っ
て
っ
て
も
ら
い
で
ぇ
」

「
お
ー　

よ
し
よ
し
。
背
負
っ
て
ぐ
ど
喜
ぶ
べ
な
ぁ
」
つ
っ
て
出
だ
ど

山
お
っ
ち
ぇ
ぐ
ど
、
や
っ
ぱ
り
三
月
ど
言
え
ば
昔
は
旧
の
三
月
だ
が
ら
、
桜
の

花
が
川
端
ぁ
さ
咲
い
で
だ
ど
ぉ

「
お
ー
ー
良
い
花
だ
ご
ど
。
う
ち
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
で
も
桜
の
花
が
好
き
だ
よ
。

あ
の
花　

ひ
と
枝
」
ほ
し
い
な
ぁ
」
っ
た
の
な

「
よ
し
っ
。
そ
ん
で
は
採
っ
て
や
る
」
ち
っ
て
臼
下
さ
お
っ
け
で
登
ん
べ
ど
し
た
ら

「
あ
ー
そ
の
臼
お
ろ
す
っ
つ
う
ど
、
じ
い
ち
ゃ
ん
土
く
さ
い
が
ら
や
だ
つ
う
」

「
そ
う
が
、
じ
ゃ
ら
背
負
っ
て
の
ぼ
る
」
つ
う
ど
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
上
っ
と

「
こ
の　

枝
が
ー
ー
」
つ
う

「
ま
っ
と　

上
の
枝
っ
」
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
上
さ
あ
が
ら
せ
で
、
枝
の
細
～
い

ど
ご
さ
登
ら
せ
で

「
こ
の　

枝
が
ー
ー
」
っ
て
る
う
ち
に　

ド
サ
ー
ー
ー
ン　

臼
ど
い
っ
し
ょ
に
落

ち
で
、
そ
の
ま
ん
ま
臼
の
下
敷
き
ん
な
っ
て
死
ん
ち
ま
っ
た
ど
。

　

そ
ん
で
娘
は
、
猿
が
ど
ご
が
ら
の
が
れ
で
帰
っ
た
ど
ぉ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ざ
っ
と
む
か
し
さ
げ
ぇ
だ
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
第 3 回

　「
夫
間
方
村
盛
衰
栄
枯
之
旧
伝
御
尋
ニ
其
覚
」

　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
当
時
の
村
名
主

で
あ
る
二
瓶
義
兵
衛
が
書
い
た
と
さ
れ
る
﹃
覚

書
﹄
に
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
五
）

に
起
こ
っ
た
間
方
村
の
悲
劇
が
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
﹃
覚
書
﹄
に
よ
れ
ば
、
間
方
村
は
安
土
桃
山

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
慶
長
（
一
五
九
六

～
一
六
一
五
）
の
頃
は
九
十
石
余
の
田
畑
を

四
十
二
軒
で
耕
作
す
る
豊
か
な
村
だ
っ
た
そ
う

で
す
。し
か
し
、加
藤
明
成
が
会
津
藩
主
に
な
っ

た
寛
永
の
頃
に
、
年
貢
の
基
準
と
な
る
村
高
が

百
六
十
石
と
七
十
石
近
く
増
え
、
年
貢
率
も
約

六
割
五
分
と
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

村
人
の
負
担
は
大
変
大
き
く
、
そ
の
上
、
江

戸
時
代
の
四
大
飢
饉(

き
き
ん)

の
ひ
と
つ
で

あ
る
寛
永
十
九
・
二
十
年
の
大
凶
作
（「
寛
永
の

大
飢
饉
」）
に
見
舞
わ
れ
、
死
す
る
者
や
村
か

ら
逃
げ
る
者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ

い
に
六
軒
し
か
残
ら
ず
名
主
も
行
方
知
れ
ず
と

な
っ
た
悲
惨
な
出
来
事
で
す
。

　

そ
の
後
、
残
っ
た
「
間
方
六
（
軒
）
百

姓
」
と
云
わ
れ
る
人
々
、
そ
し
て
天
和
年
中

（
一
六
八
一
～
一
六
八
三
）
に
大
谷
村
か
ら
移

り
住
ん
だ
名
主
が
新
た
に
間
方
村
を
形
づ
く
っ

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
間
方
村
盛
衰
栄
枯
の
旧
伝
ヲ
尋
ね
に
其
覚

慶
長
年
中
頃
迄
は
御
高
九
拾
石
八
斗
︑
村
居
も
木
ノ
松

沢
・
並
木
・
中
山
・
入
間
方
四
个
所
住
居
惣
名
間
方
と

号
し
︑
百
姓
も
四
十
二
人
︵
軒
の
意
︶
渡
世
容
易
に
相

続
い
た
し
候
処
︑寛
永
年
中
度
々
増
高
仰
せ
つ
け
ら
れ
︑

百
六
拾
石
に
相
成
り
︑
殊
に
御
免
相
︵
年
貢
率
︶
も
六

ツ
四
分
九
厘
ま
で
高
免
に
召
し
上
げ
ら
れ
︑
難
儀
仕
り

候
上
︑
売
り
つ
ぶ
れ
︑
死
つ
ぶ
れ
等
多
く
相
続
き
相
成

難
く
︑
殊
に
午
未
両
年
の
大
不
作
に
て
必
至
と
行
き
詰

ま
り
︑
越
後
国
へ
離
散
い
た
し
残
り
弐
十
六
人
に
相
成

り
︵
中
略
︶︑
翌
二
十
一
年
九
月
十
日
晩
︑
肝
煎
弥
蔵

を
始
め
十
四
竈
越
後
に
欠
落
仕
候
︵
中
略
︶︑
残
り
六

人
百
姓
名
前
︑
次
兵
衛
・
長
左
衛
門
・
太
右
衛
門
・
勘

解
由
左
衛
門
・
太
次
右
衛
門
・
甚
右
衛
門
︑
此
も
の
共
︑

残
留
候
也
︑
是
を
間
方
六
百
姓
と
言
う
也
︒
名
主
弥
蔵

行
方
知
れ
ず
︒
跡
名
主
七
郎
右
衛
門
若
名
義
兵
衛
天
和

年
中
大
谷
村
よ
り
来
役
儀
相
勤
︵
後
略
︶︒

「
夫
間
方
村
盛
衰
栄
枯
之
旧
伝
御
尋
ニ
其
覚
」

　

も
し
、
ご
家
庭
に
古
い
文
書
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

☎
（
52
）
２
１
６
５
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軽自動車税の税率が引き上げられます
平成 26 年度税制改正に伴い、平成 28 年度から軽自動車税の税率が引き上げとなります。

＜原動機付自転車、二輪車及び小型特殊自動車＞
　　◆車両ナンバーがついている全ての車両が対象となります。

車　種　区　分
税　率（年額）

平成 27 年度まで 平成 28 年度から

原動機付自転車

50cc 以下 1,000 円 2,000 円

50cc 超～ 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超～ 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカーなど（50cc 以下） 2,500 円 3,700 円

軽二輪 125cc 超～ 250cc 以下 2,400 円 3,600 円

二輪の小型自動車 250cc 超 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車

農耕作業用

（トラクター、耕運機等）
1,600 円 2,400 円

その他

（ペイローダー、フォークリフト等）
4,700 円 5,900 円

＜四輪以上及び三輪の軽自動車＞
　　◆税額が変更となるのは、
　　　①平成 27 年 4 月 1 日以後に新規検査をした車両
　　　②新規検査から 13 年を経過した車両（13 年を経過した年の次の年度から）
　　となります。それ以外の車両については変更ありません。
※新規検査とは、初めて車両ナンバーの交付を受けたときの検査です。
　　検査年月の確認は、車検証の「初年度検査年月」欄をご覧ください。

車　種　区　分

税　率（年額）

平成 27 年 3 月 31 日までに

新規検査をした車両

平成 27 年 4 月 1 日以後に

新規検査をした車両

①

新規検査から

13 年を経過した車両

②

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
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災害時避難所
町民センター 早戸生活改善センター
宮下活性化センター 森の校舎カタクリ
桑原集会所 交流センター山びこ
大登生活改善センター 生活工芸館
川井集会所 三島小学校
桧原多目的集会所 三島中学校
滝谷集会所 三島保育所
大谷活性化センター
浅岐集会所
間方集会所
西方ふるさとセンター
大石田生活改善センター
名入集会所
高清水集会所
滝原林業集会センター

災害が起きたら隣近所一緒に
声を掛け合い避難所へ

　

町
で
は
各
地
区
の
集
会
所
な
ど
、
災
害
時

に
避
難
所
と
な
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
町
は
被
害
状

況
に
応
じ
て
避
難
の
指
示
・
勧
告
等
を
出
し

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
隣
近
所
で
声
を

掛
け
合
い
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

　

㉄
役
場
総
務
課　

☎
（
48
）
５
５
１
１

３．１１東日本大震災から5 年

＜軽自動車税のグリーン化特例＞
平成 27 年度税制改正により、平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までに新規検査を
受けた車両のうち、環境負荷の小さい車両については、平成 28 年度分に限り税率を軽減す
る軽課税率が適用されます。
　※軽減は平成 28 年度のみです。
　　ガソリン車・ハイブリッド車は平成 17 年排出ガス基準 75％達成車に限ります。

車　種　区　分

軽　課　税　率（年額）

電気自動車

天然ガス自動車

（概ね 75％軽減）

ガソリン車、ハイブリッド車

平成 32 年度燃費基準

＋ 20％達成車

（概ね 50％軽減）

平成 32 年度

燃費基準達成車

（概ね 25％軽減）

乗　用
自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物用
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

三輪のもの 1,000 円 2,000 円 3,000 円
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　「広報みしま」は、皆さんに親しまれる広報誌を目指して編集しています。町からのお
知らせを分かりやすく伝えることはもちろん、町民の皆さんの顔、声を掲載することが最
も大切と考えています。皆さんの思い、努力、願いなどが、読まれる方の関心を引き、感
動を与えます。「広報みしま」は、町民の皆さんのための広報誌です。いつでも情報をお
待ちしています。

広報みしま　皆さんからの情報提供をお待ちしています

「誓います   森の安全   火の始末」

【山火事のポイント】
・枯草など燃えやすいものがある場所ではたき火をしない。

・風が強いときや空気が乾燥しているときはたき火をしない。

・たき火等、火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火する。

・たばこのポイ捨てはしない。

・火遊びをしない。

　山火事は、空気が乾燥している冬から春

先にかけて多く発生しています。山火事は

火の回りが早く、消火しようとして煙に巻か

れ亡くなる方もいます。火災が発生した場合

や発見した際は、無理して消火しようとせず、

速やかに 119 番通報してください。

問三島町消防団・会津坂下消防署 三島出張所 ☎（52）3032

～平成 28 年全国山火事予防統一標語～

問役場   総務課   総務係   ☎（48）5511

「無防備な   心に火災が   かくれんぼ」
～平成 28 年度全国統一防火標語～

４つの注意点

　春になり、空気の乾燥する季節となりました。三島町では４月５日㊋から４月１１日㊊までの間、春季火災予
防運動を実施します。風の強い日が続くことから、タバコの不始末などの、ちょっとしたことにより、悲惨な火
災が各地で多く発生しています。以下の事をよく守り、安心して暮らせる町づくりを進めましょう。

火事と救急・救助は  １１９番

①野焼きは行わない。
②マッチ、タバコ等に火をつけた後は確実に消火する。
③火気の近くに燃えやすいものを置かない。
④ガソリン等の引火しやすいものの近くで火気を使わない。
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滝谷建設工業㈱が
町に寄附
　滝谷建設工業㈱は、２月 13 日
に開催された第 44 回雪と火のま
つりの出店売上金を町にご寄附く
ださいました。目黒通浩代表取締
役が役場を訪れ、矢澤町長に目録
を手渡しました。

矢澤町長に目録を手渡す滝谷建設工業
㈱の目黒通浩代表取締役（中央）と板
橋康宏営業部副部長（左）

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会へのご寄附
（ご遺志によるもの）

渡  部  和  久　様（大　谷）

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

ご寄附
ありがとうございました

宮下地区建設業協同組
合が町に寄附　

　宮下地区建設業協同組合は、２
月 13 日に開催された第 44 回雪と
火のまつりの出店売上金を町に寄
附しました。代表理事を務める佐
久間建設工業㈱の佐久間源一郎代
表取締役と、滝谷建設工業㈱の目
黒通浩代表取締役が 3 月 7 日、役
場を訪れ、矢澤町長に目録を手渡
しました。

矢澤町長に目録を手渡す佐久間建設工
業㈱の佐久間源一郎代表取締役（中央）
と、滝谷建設工業㈱の目黒通浩代表取
締役（右）

「電気自動車用急速充電器」
が運用を開始
　昨年の秋より、道の駅尾瀬街道み
しま宿駐車場内に設置を進めてきた

「電気自動車用急速充電器」の設置工
事が完了し、3 月 1 日より利用可能
となりました。充電の際は、電気自
動車の購入の際に登録する専用の充
電カードを使用するか、携帯等でク
レジット情報を登録してから使用で
きます。充電時間は1回 30 分程度で、
最大８０％くらいまで充電が可能で
す。

㊟住民基本台帳による数値です。増減は前
月との比較、出生・死亡・転入・転出は前
月 1 カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
３月１日現在

人口 1,754 -1 出生 0
男 852 1 死亡 2
女 902 -2 転入 1

世帯 788 0 転出 0

▶固定資産税（1 期）
▶軽自動車税（1 期）

忘れずに納付ください。
役場 町民課

4 月の納税
納期限 5月2日

診療日記
～ピロリ菌について～

 福島県立宮下病院
内科　牧　匠

　「ピロリ菌」をご存知ですか？
名前は聞いたことがある、とい
う人は多いかもしれません。ピ
ロリ菌は胃の中に住みつく細菌
です。ピロリ菌がいると、胃潰
瘍や十二指腸潰瘍、胃がんにな
りやすくなります。そのほかに
も、悪性リンパ腫、特発性血小
板減少性紫斑病、慢性蕁麻疹な
どの病気の原因となります。ピ
ロリ菌の原因ははっきりとは分
かっていませんが、井戸水から
の感染や、食べ物の口移しでの
感染などが考えられています。
ピロリ菌がいるかどうかは、呼
気テスト（息をバッグに吹き込
む検査）、採血、尿・便検査、胃
カメラなどで検査できます。ピ
ロリ菌がいると分かれば、飲み
薬で治療できます。3 種類の飲
み薬を 1 週間飲み続けます。ピ
ロリ菌を除菌できたかどうかは、
1，2 か月後に再び検査を行い判
定します。除菌の成功率は 90%
を超えています。ピロリ菌がい
るのかどうか気になる方は、お
気軽に当院までご相談ください。

15 広報みしま2016.4



「大林ふるさとの山」　三島町西方
　オオヤマザクラの林が広がり、その山肌にはカタクリが雪解けを待って一斉に花を咲かせます。その群生

は年々広がり、山一つが紫色に包まれます。斜面の遊歩道を歩いて楽しむことができます。

カタクリ・さくらまつり開催
4 月 16 日㊏ ～ 4 月 20 日㊌【予定】
主催：三島町・西方地区・西方共有財産管理会
共催：西方カタクリの会・三島町観光協会

　開花は雪解けの時期や天候に左右されますので、
開花情報をお問い合わせの上お出掛けください。
問三島町観光協会 ☎ 0241（48）5000
http://www.mishima-kankou.net/
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
地
区
座
談
会
そ
し
て
何
回
に
も
渡
る
調
整
会
議

等
々
を
通
し
、
最
終
的
に
は
議
会
の
御
同
意
を
戴
き
、
5
年
間
こ
の
計
画

に
基
づ
い
て
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
や
議
会
そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
り
、住
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
緊
張
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
を
実
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

後
期
基
本
計
画
の
テ
ー
マ
は
「
雪
国
の
生
活
文
化
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
三
島
を
創
る
」
～
交
流
人
口
の
拡
大
か
ら
定
住
人
口
へ
～
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
重
点
施
策
と
し
て
４
点
あ
り
ま
す
。
１
点
目
は
若
者
定
住
対
策

で
、
雇
用
の
場
を
創
出
し
た
り
、
住
環
境
整
備
、
学
ぶ
場
と
人
づ
く
り
を

中
心
と
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
２
点
目
は
美
し
い
地
区
づ
く

り
で
、
地
域
資
源
の
発
掘
・
活
用
で
す
。
３
点
目
は
安
全
安
心
な
基
盤
づ

く
り
で
、
保
健
福
祉
の
充
実
・
社
会
生
活
基
盤
の
充
実
で
す
。
４
点
目
は

推
進
体
制
の
整
備
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
行
政
組
織
や

各
種
団
体
組
織
改
編
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

特
に
今
回
の
計
画
は
、
地
方
創
生
と
連
動
し
て
４
点
の
重
点
施
策
か
ら

若
者
定
住
対
策
を
最
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、「
若
者
が
集
い
、
高

齢
者
が
生
き
生
き
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

  

若
者
定
住
対
策
を
推
進
す
る
う
え
で
、
４
つ
の
視
点
を
考
え
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
定
住
の
た
め
の
雇
用
の
場
の
確
保
に
取
組
む
。
２
つ
目
は
、

定
住
の
た
め
の
住
宅
の
確
保
。
３
つ
目
は
、
生
活
の
た
め
の
利
便
性
の
向

上
に
取
組
む
。
４
つ
目
は
、
子
育
て
世
代
支
援
の
た
め
の
環
境
整
備
に
取

組
む
、
こ
れ
ら
４
つ
の
視
点
を
連
動
さ
せ
、
年
次
計
画
を
立
て
同
時
進
行

で
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

  

大
変
な
時
代
に
局
面
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
に
情
報
を
提
供
し
、

組
織
を
開
き
、職
員
も
「
チ
ー
ム
三
島
」
と
い
う
意
識
と
、乾
坤
一
擲
（
け

ん
こ
ん
い
っ
て
き
）
の
覚
悟
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

（
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。）

                                                            

　
　
三
島
町
長　

矢
澤　

源
成
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